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出題の意図 
 
 

「高等学校 学習指導要領 第 2 章 各学科に共通する各教科」（平成 30 年 3 月文部科

学省告示）の「第 1 節 国語」「高等学校学習指導要領解説 国語編」「付録４」（平成 30 年

3 月文部科学省告示）における教科の「教科目標」「科目目標」に示された「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」から「書くこと」「読むこと」を出題した。 
ただし、本学の入試においては「募集要項」にあるように近現代以降の文章として古文と

漢文を出題しないことから、出題に当たっては、高等学校国語科科目のうち、「現代の国語」

（共通必修科目）、「言語文化」（共通必修科目）から「近代以降の文章」、「論理国語」（選択

科目）「国語表現」（選択科目）を対象科目としている。したがって「文学国語」「古典探究」

は対象としていない。各期すべてにおいて、近代以降の評論文・論説文を「読むこと」を中

心に据えて「書くこと」を必要に応じて取り入れ、大問２題の出題を基本としている。 
教育学部と国際教養学部の「国語」問題が共通であることを踏まえ、評論文・論説文の内

容を選択するに当たっては両学部のアドミッションポリシーを参考にしている。各学部の

アドミッションポリシーのうち、教育学部における「国際的な視野に立ち、高等学校までの

教科・科目や学校の諸活動を通した学びで身につけた、基本的な学力、知識を有し」ている

こと、国際教養学部における「人間やその営為に対して幅広い関心を有する」ことと「現代

社会における課題の発見と解決に積極的に貢献しようとする意欲」を重視して、幅広い専

門・学術分野から選択するようにしている。 
  


